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背景 

自由研究で固型セッケン作り 

セッケンに興味をもつ 

塩析を用いた 

電解質の量の増減が 

出来上がるセッケンに 

変化をもたらすのでは？！ 



背景 
『硬さ』に着目 

先行研究調査 

硬度関連 

データ少ない 

数値化は 

あまり 

着目されず 

ＪＩＳ規格にも硬度規格無 



目的 

①高校生らしい簡易硬度測定を創出し、数値化する 

②電解質の物質量の増減による硬度調節は可能か検証 



仮説 

NaClaqのモル濃度 

1.0mol/L   2.0mol/L   3.0mol/L 

セッケンの硬度 

低              高 



実験方法 

↑セッケン水とNaClaqの混合物 ↑形を整えた様子 



実験方法 

↑硬度計測装置 ↑分銅を落とした様子 



実験方法 

右図の定義によって 

得られた数値を比較し
硬度比較を行った 



結果 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目 ８回目 平均 

2.0mol/L 0.30 0.30 0.20 0.20 0.20 0.29 0.19 0.30 0.25

1.0mol/L 0.30 0.30 0.40 0.27 0.40 0.45 0.44 0.35 0.36
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 NaClaq のモル濃度に対するセッケンのへこみ具合 



 ・値のばらつきが小さかった 

⇒NaClaqのモル濃度の値の振れ幅を大きくしたから 

 ・2mol/Lの値が安定していた 

⇒セッケンにとって 

 適切なNaClaqの濃度に近かったから 

 ・物質量が小さいほどへこんだ深さの値が大きかった 

⇒NaClの物質量が増加したことによって水和していた 

 セッケンから水をより多く奪い取ったことで 

 セッケンの硬度が増したから 

考察 



結論 

電解質の物質量の増減により 

硬度を調節することができる 

可能性がある 



課題 

①手触りと数値の差のギャップ 

②セッケンに含まれる水分量と硬度との関係 
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ご清聴ありがとうございました 


